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2．「宗教と社会活動」研究が進展した背景 
















Journal for the Scientific Study of Religion（以下、JSSR）に掲載された論文の
コーディングデータである“Content Analysis of the Journal for the Scientific 
Study of Religion 1999”(4)を用いて、「その他の社会的領域も論じた論文」と
「宗教のみを扱った論文」の割合の変遷を確認してみると、前者の割合は、
1960 年代（N=193）で 19.7%、1970 年代（N=300）で 26.3%、1980 年代（N=313）










第 2 に計量社会学の発展である。アメリカの社会学では、1970 年代は主
に質的研究に関心が向けられたが、その後は量的研究が盛んになり、現在
でも量的研究が中心である。計量社会学の隆盛は、アメリカの宗教社会学
にも影響を与えており、たとえば、JSSR についても、約 40 年間で量的手法
を用いた論文が増加している（表 1）。 
表  1	 JSSR における研究スタイルの変化（数値は%）  
量的研究 質的研究 量的研究・質的研究 エッセー・レビュー
1960年代	 (N=192) 39.1 8.3 1.0 51.6
1970年代	 (N=296) 69.9 8.4 	 .7 20.9
1980年代	 (N=307) 65.5 15.0 1.3 18.2
1990年代	 (N=322) 71.1 9.3 	 .9 18.6
（注）"C ontent	 Analysis	 of	 the	 Journal	 for	 the	 Scientific	 Study	 of	 Religion	 1999"から作成。
　　　「会長講演」はサンプルから除外。
　	 	 　「エッセー・レビュー 」には、理論研究、レビュー 論文、概説論文などが含まれる。  
	 計量社会学が発展した背景には、1）分析手法の開発と 2）データをめぐ









データをめぐる環境の変化については、ICPSR （Inter-university Consortium 
for Political and Social Research、1962 年設立）や ARDA（Association of 















動」の関係を論じた研究も行われるようになった［Ackerman & Burke 2001；
Bartkowski & Regis 2003；Colon-Mollfulleda 2010；Dashefsky & Lazerwitz 2008］。 




たとえば、SC としての宗教に関する論文集として Smidt ed.［2003］が出版
されている。さらに、現代の聖俗関係を国際比較分析で論じた代表的著作
Norris & Inglehart［2004］でも、SC の章が設けられ、宗教とボランタリー組
織所属・信頼感などの関係が論じられている。また、“Baylor Surveys of 
Religion”という繰り返し調査の結果をまとめた Stark et al.［2008］でも SC
と宗教というテーマで、所属組織などが論じられている。 
また、調査については、“Social Capital Community Benchmark Survey of the 
Saguaro Seminar 2000”や“Social Capital Community Survey 2006”、“Faith 






本稿では、レビュー対象を、1996 年から 2011 年 6 月までに出版された
American Sociological Review、American Journal of Sociology、Journal for the 















は以下の 28 本である(9)(10)。 
＜抽出論文のリスト＞  
略記：ASR=American Sociological Review、AJS=American Journal of Sociology、
JSSR=Journal for the Scientific Study of Religion、RRR=Review of Religious 
Research、SR=Sociology of Religion。 
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4．レビュー結果 
本節では、レビュー結果を 1）研究テーマ・焦点、および 2）方法論の 2
点から検討する。 
4．1 研究テーマ・研究の焦点  
研究テーマ：個人の社会活動を論じた論文が 16 本、団体の社会活動を論




が表 2 である。 
表  2	 個人の社会活動における説明局面と説明要因（数値は度数） 
ボランタリー組織所属 8 宗教属性・所属教派 9
社会活動・ボランティア活動参加 7 宗教施設・団体へのコミットメント 9
寄付 2 宗教意識 8
その他 2 その他の宗教的要因 2






















表  3	 団体の社会活動における説明局面と説明要因（数値は度数） 
CCへの対応/評価 3 FBO 3
社会活動領域 3 FBOと世俗組織の比較 3
団体の資源・組織規模 1 教派（リベラル・ファンダメンタル）の比較 3
社会活動の受益者 1 一般個人 2








状況などの「CC への対応／評価」を扱った論文が 3 本、教団・教団系組織
で実施されている「社会活動領域」を扱った論文が 3 本である。それ以外
のテーマはそれぞれ 1 本ずつある。CC への評価と社会活動の実施状況に関
心が向いていることがわかる。 















表  4	 対象地域  
個人の社会活動 団体の社会活動 全体
アメリカ 10 12 22
オランダ 2 0 2
カナダ 1 0 1
ベルギー 1 0 1
イギリス 1 0 1
ポーランド 1 0 1
ハンガリー 1 0 1
イタリア 1 0 1
ポルトガル 1 0 1
国際比較（プールデータを使用） 5 0 5
（注）N（個人の社会活動）=16，N（団体の社会活動）=12，N（全体）＝28
　　　　複数カウント  




表  5	 質的研究／量的研究  
個人の社会活動 団体の社会活動 全体
質的研究 1 4 5
量的研究 14 5 19
量的研究・質的研究 1 3 4
合計 16 12 28  
表  6	 分析手法  
個人の社会活動 団体の社会活動 全体
質的分析
エスノグラフィー 3 6 9
歴史・言説分析 0 0 0
量的分析
回帰分析系の分析
重回帰分析（分散分析も含む） 3 4 7
二項ロジスティック回帰分析 5 3 8
プロビット分析 1 0 1
マルチレベル回帰分析 5 0 5
トービット回帰分析（タイプⅡ） 1 0 1
負の二項回帰分析 1 0 1
探索的因子分析 1 2 3
相関分析 0 2 2
クロス集計 2 1 3
度数分布 0 1 1
（注）N（個人の社会活動）=16，N（団体の社会活動）＝12，N（全体）＝28	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析やトービット回帰分析などの新しい手法も用いられている(12)。 
使用データ：全体的な傾向をみると、1 次データが 12 本、2 次データが
16 本というように、どちらかといえば 2 次データが使用される傾向にある
ことがわかる（表 7）。個人の社会活動に関する論文では、1 次データが 3
本、2 次データが 13 本である。一方、団体の社会活動に関する論文では、1
次データが 9 本、2 次データが 3 本である。前者は 2 次データ指向であり、
後者は 1 次データ指向にあることがわかる。また、2 次データについては、
たびたび使用されるデータもあることがわかる（“World Values Survey”、
“God and Society in North America”、“Religious Identity and Influence Survey”
など）(13)。 
表  7	 使用データ  
個人の社会活動 団体の社会活動 全体
1次データ
Project CHALENG 0 1 1
Lehigh Valley Trust Survey 0 1 1
名称なし 3 7 10
2次データ
World Values Survey 4 0 4
God and Society in North America 3 0 3
National Congregations Study 0 2 2
Religious Identity and Influence Survey 1 1 2
American Congregational Giving Study 1 0 1
American Citizen Participation Study 1 0 1
Religious and Moral Pluralism 1 0 1
Church and Community Plannning Inventory 1 0 1
Giving in the Netherlands Panel Survey 1 0 1
合計 16 12 28  







表  8	 仮説数  
個人の社会活動 団体の社会活動 全体
0 7 9 16
1 0 1 1
2-13 9 2 11





















































































































(3) この箇所の記述は Sherkat & Ellison［1999］に拠っている。 
(4) “Content Analysis of the Journal for the Scientific Study of Religion 1999” was 
downloaded from the Association of Religion Data Archives(www．TheARDA．com) 
and was collected by Armand Mauss and Stacy A. Hammons. 
(5) JSSR における 2 次データ使用率の変遷を見てみると、1960 年代（N=77）は 15．
6%、1970 年代（N=209）は 23.0%、1980 年代（N=205）は 25.4%、1990 年代（N=232）
は 42.2%というように、徐々にその率が高くなっている（2 次データが使用され
ていない「質的研究」と「エッセー・レビュー」はサンプルから除外した）。 



























(13) 使用されているデータはすべてクロスセクション・データであった。“Giving in 
the Netherlands Panel Survey”はパネル・データだが、一時点のデータのみを使
用していたため、クロスセクション・データを用いているのと同じとみなした。 
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